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第２０回茨城県理学療法士学会 

～演題募集要項（第 2報）～ 
 

★演題募集の締め切りを 2016 年 4 月 8 日(金) ⇒ 4 月 15 日(金)18:00 ま

で と延長いたしました。 

学術・臨床レベルの発展に役立つことを祈念し、第 20 回茨城県理学療法士学会での

演題発表と会員皆様のご参加を心待ちにしております。 

演題登録に関する詳細は下記または学会 HP をご参照ください。 

 

 

演 題 募 集 の ご 案 内 

「一般演題」を募集します。 

◆一般演題 (公社)日本理学療法士協会における新人教育プログラム修了者を対象とし、７

専門分野(旧専門領域研究部会)に対応した演題発表とします。 

※日頃の臨床･研究･教育・社会貢献の成果について、ふるってご応募下さるようお願い

申し上げます。 

Ⅰ.応募資格 

１．筆頭演者は，（公社）茨城県理学療法士会の正会員に限ります。 

２．未入会の方は日本理学療法士協会ホームページ（http://www.japanpt.or.jp/）上の「入

会のご案内」から WEB 入会申し込みにて入会手続きをお済ませ下さい。入会に関するお

問い合わせは下記宛にお願いします。 

 

 

 

 

 

３．共同演者には会員以外の方の登録も可能です。ただし、筆頭演者の代わりとしての発表

はできませんのでご注意下さい。 

Ⅱ.応募方法 

１．インターネットを利用してのオンライン登録です。 

２．茨城県理学療法士会ホームページ(http://www.pt-ibaraki.jp/)の｢第 20 回茨城県理学療

法士学会｣から登録画面にお入り下さい。 

３．演題登録の手順や注意事項は、演題登録用ページ上に掲載されますので参照して下さい。

当該ページの案内をご熟読の上で登録を行って下さい。演題登録完了通知は登録の際に

入力された電子メールアドレス宛てに自動送信されます。アドレスを誤って入力すると、

登録者へのメッセージが送信されませんのでご注意下さい。 

 

問い合わせ先（新入会) 

公益社団法人 日本理学療法士協会 事務局 

TEL：03-6804-1421  FAX：03-5414-7913 

※ホームページからメールでの問い合わせも可能です。 



Ⅲ.応募上の注意 

１．応募された演題と学会当日の発表内容が大幅に変わることのないようにして下さい。 

２．演題申し込みにあたっては、共同演者の了解を得た上で応募して下さい。なお、共同演

者も筆頭演者と同等の責任を負う事をご承知下さい。 

３．分割演題および他学会や雑誌等で発表済みの演題は応募できません。 

４．本文中に研究対象や患者個人にとって不利となるような属性(人名，施設名等)を記載し

ないよう注意して下さい。 

５．採択された演題の取り消しは出来ません。 

６．演題名ならびに抄録中の誤字・脱字のチェックは致しませんので、間違いのないよう入力

をお願い致します。 

７．抄録に関する著作権は第 20 回茨城県理学療法士学会及び筆頭演者に帰属します。 

Ⅳ.演題募集期間 

１．演題募集期間は 2016 年 2 月 1 日(月)12:00～2016 年 4 月 15 日(金)18：00 です。 

２．募集期間を過ぎてからの登録は、システム上一切受け付けることができません。募集期

間の終了間際には，アクセスが集中することによるサーバーの処理能力低下が起こる可

能性がありますので、余裕を持って登録を行って下さい。 

Ⅴ.応募演題に関する倫理上の注意 

１．ヘルシンキ宣言に沿った研究であることをご確認下さい。発表者の責任において、研究

対象や患者とその家族のプライバシー保護に留意し、発表の同意を得ていること本文に

記載してください。なお、演者の所属する機関の倫理委員会で承認された研究である場

合は、その旨を抄録中に記載して下さい。 

Ⅵ.採択結果の通知等 

１．演題の採択結果は、2016 年 4 月末以降に登録されたメールアドレス宛へ連絡致します。 

Ⅶ.抄録作成要項 

１．抄録本文は全角 1,000 文字以内で作成して下さい。 

２．一般演題の場合は原則として、研究報告であれば【目的・方法・結果・考察】などの小

見出しを、症例報告の場合は【はじめに・症例紹介・経過・考察】などの小見出しをつ

けて作成して下さい。 

３．本文は図表等の使用はできません。 

４．本文内容を表す｢キーワード｣を 3 つ記載して下さい。 

  

Ⅷ.発表形式 

１．本学会における発表形式は、「口述発表」と致します（予定）。 

 


